
以
下
便
宜
上
使
う
こ
と
が
あ
る
。

本
稿
の
そ
の
一
で
古
代
・
中
世
の
分
を
記
述
し
た
。
そ
れ
は
既
に
本
誌
四
十
一
巻
三
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
近
世
で
あ
る
が
、

十
六
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
初
期
ま
で
を
近
世
と
し
、
こ
の
う
ち
十
六
世
紀
と
十
七
世
紀
を
近
世
前
期
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
初
期
ま
で

を
近
世
後
期
と
し
、
そ
れ
を
西
洋
、
中
国
、
日
本
に
分
け
て
記
述
す
る
。

Ｈ
西
洋
近
世
前
期

（
１
）

ヘ
ー
ゼ
ル
国
四
昌
一
９
国
四
①
の
閂
に
よ
れ
ば
、
こ
の
病
気
は
古
く
か
ら
シ
眉
冒
煙
鴇
侭
国
ｇ
ｏ
囲
冒
四
厨
二
四
ゞ
⑦
閏
（
）
三
一
○
（
ス
ペ
イ
ン
語
、
絞

首
の
意
）
、
切
目
ロ
今
愚
宮
口
①
肋
○
匡
昌
】
号
①
牌
（
ド
イ
ツ
語
、
の
ど
の
疫
病
）
等
の
名
前
で
知
ら
れ
、
記
録
さ
れ
て
い
た
。
十
六
世
紀
の
早
い
記
録

で
は
、
一
五
一
三
年
、
一
五
一
四
年
に
家
畜
の
間
で
流
行
し
、
一
五
一
八
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
で
牌
三
巨
且
耳
習
ロ
①
と
し
て
流
行
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
ジ
フ
テ
リ
ア
と
い
う
病
名
は
十
九
世
紀
に
ブ
レ
ト
ノ
ー
国
閏
吊
国
吊
８
国
国
８
口
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
ま
で
な
い
の
で
あ
る
が
、

（
２
）

ま
た
ジ
ャ
コ
ー
ビ
シ
．
百
８
豆
に
よ
れ
ば
、
一
五
五
七
年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
流
行
し
、
一
五
六
三
年
に
は
ナ
ポ
リ
と
シ
シ
リ
ー
島
で
流
行
し
、

西
洋
、
中
国
、
日
本
の
ジ
フ
テ
リ
ア
史
素
描

そ
の
二
近
世

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
二
巻
第
三
号
平
成
七
年
十
月
十
六
日
受
付

平
成
八
年
九
月
二
十
日
発
行
平
成
八
年
三
月
七
日
受
理

中

村

昭
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患
者
は
呼
吸
困
難
が
著
名
で
あ
る
。
呼
吸
は
死
に
至
る
ま
で
速
く
且
つ
浅
い
。
患
者
は
ま
る
で
呼
吸
に
よ
っ
て
乾
上
る
よ
う
だ
。
咳
も

疾
も
出
な
い
・
彼
等
は
一
瞬
た
り
と
も
呼
吸
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
・
彼
等
は
し
ば
し
ば
体
を
直
立
さ
せ
て
小
刻
み
に
呼
吸
す
る
。

熱
は
高
く
な
く
、
高
熱
が
そ
う
い
う
呼
吸
を
さ
せ
る
の
で
は
な
い
。

外
科
医
は
こ
の
原
因
不
明
の
呼
吸
困
難
の
一
男
子
の
屍
体
解
剖
を
し
た
。
粘
稠
な
抵
抗
の
あ
る
偽
膜
が
気
管
を
お
お
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
窒
息
し
て
急
死
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
の
特
徴
で
あ
る
。
正
確
に
言
え
ば
病
変
は
喉
頭
に
だ
け
あ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
気
管
の

深
部
に
ま
で
病
変
が
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ラ
テ
ン
語
の
病
名
で
砕
邑
画
昌
８
２
日
目
①
農
の
と
も
い
わ
れ
る
・
体
を
直
立
さ
せ
て
呼

吸
す
る
の
は
こ
の
病
気
の
特
徴
で
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
気
道
が
真
直
に
な
っ
て
い
く
ら
か
呼
吸
が
し
や
す
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
で
も
こ
の
病
気
は
間
断
な
く
流
行
し
、
一
五
八
三
年
、
一
五
八
七
年
、
一
五
九
一
年
、
一
五
九
六
年
、
一
六
○
○
’
一
六
○
五

年
、
一
六
一
三
年
等
の
流
行
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
レ
ル
ラ
西
国
９
国
は
一
六
一
五
年
に
皮
膚
と
創
傷
の
ジ
フ
テ
リ
ア
を
認
め
、
ま
た
剖

（
４
）

検
に
よ
っ
て
偽
膜
を
こ
の
病
気
の
特
徴
と
し
た
。

（
５
）

イ
タ
リ
ア
で
も
十
七
世
紀
に
お
い
て
流
行
の
記
録
は
多
い
。
ヘ
ー
ゼ
ル
函
凹
①
の
①
民
に
よ
れ
ば
、
一
六
一
八
年
に
は
ナ
ポ
リ
で
乾
い
た
暑
い
気

候
の
為
に
こ
の
病
気
が
異
常
に
多
く
、
一
六
二
○
年
に
は
シ
シ
リ
ー
島
で
流
行
し
、
以
後
中
断
は
あ
っ
た
が
、
一
六
五
○
年
頃
ま
で
に
こ
の

疫
病
の
為
に
約
六
万
人
の
小
児
、
成
人
が
死
亡
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
セ
ヴ
ェ
リ
ノ
冒
．
シ
，
艀
吊
９
５
は
一
六
四
二
年
の
剖
検

記
録
で
偽
膜
の
存
在
を
記
録
し
て
い
る
。
彼
は
ま
た
こ
の
病
気
の
為
に
し
ば
し
ば
喉
頭
切
開
を
し
た
と
い
わ
れ
る
。

行
し

、

プ．＞
'呈

○

（
３
）

に
残
し
て
い
る
。

こ
れ
は
翌
年
に
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
に
ま
で
伝
わ
っ
た
。
ま
た
一
五
六
五
年
に
は
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
、
ケ
ル
ン
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
に
流

一
五
七
六
年
に
は
パ
リ
で
流
行
し
、
秀
れ
た
臨
床
医
で
あ
っ
た
国
巴
罠
）
巨
は
こ
の
時
に
診
た
症
例
の
臨
床
観
察
と
剖
検
記
録
を
次
の
よ
う
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イ
ギ
リ
ス
で
も
、
昌
呂
噛
菌
具
呂
冒
鯉
①
の
》
ｏ
旨
四
国
ｇ
①
可
四
目
①
農
の
）
号
崗
○
胃
邑
等
の
病
名
で
、
一
六
五
九
年
、
一
六
七
三
年
、
一
六
八

（
６
）

六
年
、
一
六
八
九
年
等
に
流
行
の
記
録
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
（
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
で
も
十
七
世
紀
か
ら
こ
の
病
気
の
記
録
が
散
見
さ
れ
る
。
ジ
ョ
ス
リ
ン
］
（
）
言
］
○
ｍ
の
里
冒
は
一
六
三

八
年
、
一
六
六
三
年
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
航
海
記
で
「
こ
の
地
方
の
人
は
悪
性
の
の
ど
の
病
気
言
ｇ
ｇ
ｇ
ゆ
国
弓
閏
）
に
悩
ま
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
は
短
期
間
で
致
命
的
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
」
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
マ
ザ
ー
９
茸
呂
巨
胃
扁
崗
に
よ
れ
ば
．
六
九
五
年

の
十
二
月
に
ク
ル
ー
プ
（
喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
）
が
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
侵
入
し
、
多
く
の
子
供
の
命
を
奪
っ
た
。
ダ
ン
フ
ォ
ー
ス
蟹
ヨ
ロ
里

己
画
具
目
昏
牧
師
は
第
一
子
を
既
に
こ
の
病
気
で
失
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
に
ま
た
三
人
の
子
供
を
こ
の
病
気
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
。
」
と
い
う

（
８
）

こ
と
で
あ
る
。

ロ
西
洋
近
世
後
期

か
っ
て
は
こ
の
病
気
は
ど
の
地
方
で
も
保
菌
者
に
よ
っ
て
温
存
さ
れ
、
消
失
す
る
も
の
で
は
な
く
、
目
立
た
な
い
流
行
を
く
り
返
し
な
が

ら
、
時
々
い
ろ
い
ろ
な
要
因
に
よ
っ
て
大
流
行
し
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
一
七
三
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
大
流
行
し
た
。
こ
の
時
は
猩
紅
熱
と
同
時
に
流
行
し
た
可
能

性
が
あ
り
、
二
つ
の
病
気
は
い
ず
れ
も
咽
頭
炎
を
伴
う
の
で
紛
ら
わ
し
い
面
が
あ
っ
た
。
こ
の
流
行
の
後
で
ボ
ス
ト
ン
の
医
師
ダ
グ
ラ
ス
ｚ
，

国
・
夛
月
ロ
○
侭
一
四
の
は
晨
弓
胃
弔
目
ｏ
胃
巴
閏
⑳
８
ｑ
ｇ
ｍ
国
①
弓
ｇ
己
①
目
、
巴
厚
巨
目
く
①
冨
豈
四
ｑ
甸
図
①
禺
昌
昏
曽
〕
皆
侭
宮
座
白
向
屋
の
２
さ
囲
葛

（
９
）

と
い
う
記
録
を
残
し
た
。
彼
が
住
ん
で
い
た
ボ
ス
ト
ン
地
方
で
は
猩
紅
熱
が
主
体
だ
っ
た
の
で
、
そ
ち
ら
に
重
点
を
お
い
た
書
き
方
に
な
っ

て
い
る
が
、
大
体
の
記
録
は
二
つ
の
病
気
を
一
つ
の
疾
病
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
医
学
の
水
準
で
は
や
む
を
得
な
い

こ
と
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
時
の
流
行
の
最
初
は
一
七
三
五
年
三
月
二
○
日
に
ボ
ス
ト
ン
か
ら
五
○
マ
イ
ル
東
の
キ
ン
グ
ス
ト
ン
で
一
人
の
子
供
が
発
病
三
日
目

r〕句1
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（
川
）

絞
首
さ
れ
る
よ
う
に
死
ん
だ
。

そ
れ
か
ら
他
の
町
へ
広
が
っ
た
時
に
は
病
勢
は
や
や
お
さ
ま
っ
て
お
り
、
八
月
、
九
月
に
ボ
ス
ト
ン
に
到
達
し
た
時
に
は
猩
紅
熱
の
よ
う

（
Ⅱ
）

な
発
疹
を
伴
う
も
の
も
あ
っ
た
。
一
七
三
六
年
二
月
の
ｚ
①
急
昌
○
烏
の
闇
①
茸
①
（
新
聞
）
は
こ
の
病
気
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
ま
で
痘
瘡
以
外
に
は
こ
の
病
気
程
人
々
を
恐
怖
に
陥
し
入
れ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
そ
の
病
名
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。
そ
れ

は
若
い
人
や
子
供
の
間
で
流
行
し
、
非
常
に
死
亡
率
が
高
い
。
遺
憾
な
が
ら
医
師
達
は
そ
の
病
気
の
本
態
を
知
ら
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

相
も
変
ら
ぬ
治
療
法
で
こ
れ
ら
の
患
者
を
殺
し
て
い
る
。
（
そ
の
頃
の
治
療
法
の
中
心
は
潟
血
で
あ
っ
た
）
患
者
は
最
初
の
一
’
二
日
は
元

気
が
な
く
、
続
い
て
の
ど
の
痛
み
を
訴
え
、
口
蓋
垂
や
周
辺
の
粘
膜
は
腫
れ
、
膿
が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
が
こ
の
病
気
の
特
徴
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
’
二
日
す
る
と
咳
が
出
て
来
て
体
温
が
上
り
、
呼
吸
が
粗
く
な
り
、
声
が
出
な
く
な
り
、
息
を
引
き
取
る
。

こ
れ
は
猩
紅
熱
で
は
な
く
ジ
フ
テ
リ
ア
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
の
ア
メ
リ
カ
は
ま
だ
正
式
な
教
育
を
受
け
た
医
師
が
少
な
く
、
牧
師
が
患
者

を
診
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
そ
う
い
う
牧
師
の
一
人
で
あ
る
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン
胃
・
ロ
月
酉
吊
目
は
こ
の
病
気
を
猩
紅
熱
と
区
別
し
て
、
次

で
死
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
次
に
そ
こ
か
ら
四
マ
イ
ル
離
れ
た
あ
る
家
族
で
三
人
の
子
供
が
皆
発
病
三
日
目
に
死
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
徐
々
に
広

が
り
、
初
め
の
四
○
人
の
患
者
は
一
人
も
助
か
ら
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
の
ど
や
首
や
気
管
が
侵
さ
れ
、
首
の
周
囲
は
胸
骨
ま
で
腫
脹
し
、

（
吃
）

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
時
流
行
し
た
病
気
の
一
つ
は
咽
頭
炎
に
発
疹
を
伴
う
お
そ
ら
く
猩
紅
熱
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
死
亡
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

他
の
一
つ
は
風
邪
の
症
状
で
始
ま
っ
て
次
第
に
の
ど
か
ら
肺
に
広
が
り
、
呼
吸
困
難
が
増
強
し
て
窒
息
し
て
死
亡
し
た
。
回
復
す
る
者

は
少
数
で
あ
っ
た
。
あ
る
者
は
信
じ
ら
れ
な
い
程
多
量
の
も
の
を
喀
出
し
た
。
私
は
あ
る
患
者
が
咳
と
と
も
に
長
さ
数
イ
ン
チ
、
直
径

一
イ
ン
チ
程
の
白
い
粘
稠
な
偽
膜
を
吐
い
た
の
を
見
た
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
気
管
の
内
面
を
お
お
っ
て
い
た
偽
膜
で
あ
り
、
ジ
フ
テ
リ
ア
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
で
も
ジ
フ
テ
リ
ア
に
関
す
る
記
録
が
十
七
世
紀
か
ら
散
見
さ
れ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
十
八
世
紀
に
は
こ
の
国
の
臨
床
医
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ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ェ
ー
ン
盲
目
○
房
旨
①
（
チ
ェ
ー
ン
・
ス
ト
ー
ク
ス
呼
吸
で
知
ら
れ
る
）
は
一
八
○
一
年
に
弱
冠
二
五
歳
で
小
児
科
叢
書

（
川
）

の
一
冊
と
し
て
震
シ
邑
国
の
ゆ
ど
○
口
○
百
閏
］
ｇ
①
弓
国
目
①
巴
尉
Ｏ
Ｈ
Ｑ
ｏ
ｇ
》
》
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
ク
ル
ー
プ
（
喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
）
に
関
す

る
簡
単
な
文
献
的
考
察
と
と
も
に
、
自
験
例
を
剖
検
所
見
を
含
め
て
検
討
し
て
い
る
が
、
彼
は
ク
ル
ー
プ
を
咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
と
別
疾
患
と

考
え
て
い
た
。
こ
の
点
で
フ
ォ
ザ
ー
ジ
ル
團
弓
の
侭
邑
や
バ
ー
ド
国
幽
ａ
の
見
解
よ
り
後
退
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
チ
ェ
ー
ン

○
房
百
①
は
こ
れ
ら
の
英
米
人
の
著
作
を
読
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
ミ
カ
エ
リ
ス
○
胃
尉
．
印
己
ｇ
’
三
甘
言
①
房
の
《
己
①
シ
ご
‐

四
国
四
Ｆ
一
息
○
の
凹
凰
く
①
言
①
ｇ
耳
画
ロ
四
８
画
》
》
（
弓
認
）
が
最
善
で
あ
る
と
い
っ
て
、
こ
れ
か
ら
多
く
引
用
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
ド
留
目
〔
邑
国
冑
・
は
一
七
七
一
年
に
↑
委
少
己
両
目
日
ご
言
８
号
①
ｚ
禺
昌
①
〕
８
易
①
豊
丘
○
日
①
９
号
①
ン
侭
ヨ
四

（
脂
）

曾
穿
肩
呂
菌
自
曾
吊
弓
胃
○
呉
ロ
尉
国
呂
国
署
と
い
う
著
書
を
書
き
、
多
数
の
臨
床
所
見
、
剖
検
所
見
を
検
討
し
、
鼻
咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
、

喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
及
び
皮
膚
ジ
フ
テ
リ
ア
を
統
一
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
も
訳
さ
れ
て
、
後
に
ブ
レ
ト
ノ
ー
印
璽
目
‐

国
①
皆
』
に
も
影
響
を
与
え
た
。

学
は
さ
ら
に
進
歩
し
、
フ
ォ
ザ
ー
ジ
ル
］
○
冒
團
号
①
侭
皀
は
一
七
四
八
年
に
《
《
ど
】
ン
（
〉
８
日
再
旦
号
①
曽
禺
①
弓
ご
○
禺
醇
茸
①
目
＆
昌
号

（
凪
）

白
８
厨
ご
と
い
う
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
書
い
た
。
こ
れ
は
ジ
フ
テ
リ
ア
に
関
す
る
先
駆
的
な
専
門
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
こ
の
病
気
が
ア
メ
リ
カ
の

植
民
地
や
西
イ
ン
ド
諸
島
で
流
行
し
て
い
る
と
い
う
情
報
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
、
ま
た
咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
と
喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
を
統
一

的
に
と
ら
え
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
病
気
の
原
因
と
し
て
化
膿
性
の
病
毒
が
患
者
の
呼
吸
に
よ
っ
て
伝
染
す
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
卓
見
を
述

（
皿
）

つ
い
て
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
の
病
告

紅
熱
と
混
同
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

べ
て
い
↓
勺
○

ま
た
同
じ
く
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ク
サ
ム
］
○
宮
西
巨
〆
菌
ョ
は
一
七
五
七
年
に
出
し
た
。
《
シ
己
同
朋
旦
ｇ
〕
恩
急
尉
こ
の
第
二
版
で
こ
の
病
気
に

（
Ｍ
）

い
て
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
の
病
気
の
前
に
発
疹
が
出
現
す
る
こ
と
も
あ
り
、
後
に
発
疹
が
出
現
す
る
こ
と
も
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
猩
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（
Ⅳ
）

十
六
世
紀
の
前
半
に
虞
傳
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
「
医
学
正
伝
」
は
医
学
全
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
巻
之
二
、
瘤
疫
の
所
に
は
大
頭
病
や

蝦
蟆
瘤
の
名
前
で
ジ
フ
テ
リ
ア
と
思
わ
れ
る
疾
病
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
大
頭
天
行
病
に
つ
い
て
は
前
回
、
金
の
李
束
垣
の
記
述
を
紹

（
鵬
．
）

介
し
た
。
「
医
学
正
伝
』
で
は
ま
た
巻
之
五
、
喉
病
で
次
の
よ
う
な
記
述
（
要
約
）
を
し
て
い
る
の
は
ジ
フ
テ
リ
ア
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

喉
痒
多
く
は
疾
に
属
す
、
重
き
は
宜
し
く
吐
法
を
用
う
べ
し
、
纒
喉
風
は
疾
熱
に
属
す
、
ま
た
宜
し
く
こ
れ
を
吐
か
す
べ
し
、
喉
舌
の

疾
皆
火
熱
に
属
す
、
数
種
の
名
あ
り
と
雌
も
、
軽
重
の
異
な
り
、
乃
ち
火
の
微
な
る
と
甚
し
き
と
の
故
な
り
、
微
に
し
て
軽
き
は
以
て

こ
れ

緩
治
し
、
甚
し
く
し
て
急
な
る
は
惟
砥
針
を
用
い
て
刺
血
す
る
を
最
も
上
策
と
な
す
。

次
に
十
六
世
紀
後
半
ま
た
は
十
七
世
紀
前
半
作
と
思
わ
れ
る
『
尤
氏
喉
症
指
南
」
と
い
う
喉
科
専
門
書
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
喉
痒
、
鎖
喉

（
四
）

風
、
白
纒
喉
風
な
ど
は
ジ
フ
テ
リ
ア
と
考
え
て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
鎖
喉
風
に
つ
い
て
引
用
す
る
。

中
国
で
は
西
洋
の
よ
う
に
流
行
の
年
次
を
記
録
し
た
も
の
は
少
い
が
、
多
く
の
医
書
に
ジ
フ
テ
リ
ア
と
思
わ
れ
る
疾
病
の
記
述
が
あ
る
。

中
国
は
近
世
明
清
の
時
代
に
な
る
と
医
学
の
各
科
が
専
門
分
化
し
、
喉
科
医
も
出
現
し
、
ま
た
後
述
の
よ
う
に
喉
科
専
門
害
も
多
数
著
わ
さ

る
○

れ
た
。次

に
明
末
十
七
世
紀
前
半
に

（
抑
）

か
ら
咽
喉
治
験
例
を
引
用
す
る
。

熱
毒
積
聚
す
る
に
よ
り
疾
誕
粘
稠
と
な
り
、
会
厭
を
阻
ま
し
、
喘
急
上
気
し
、
外
頸
腫
脹
す
、
開
関
諮
疾
を
用
い
て
治
す
べ
し
、
外
腫

れ
ず
内
疾
無
き
者
は
名
づ
け
て
内
鎖
喉
と
い
う
、
不
治
。

内
鎖
喉
と
い
う
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
国
昌
さ
ロ
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
咳
も
疾
も
な
く
気
管
が
閉
塞
し
て
死
ぬ
病
型
で
、
最
も
危
険
で
あ

(三）

中
国
近
世
前
期

鎖
唯
風

『
外
科
正
宗
」
と
い
う
医
書
が
あ
る
。
外
科
の
中
に
咽
喉
科
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
之
五
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咽
喉
治
験

も
と

つ
む
こ
わ

一
男
子
素
火
酒
を
飲
む
、
一
時
咽
喉
腫
れ
閉
じ
、
口
喋
り
舌
強
ば
り
、
疾
誕
ま
ま
し
、
勢
頗
る
危
急
、
針
を
用
い
先
ず
少
商
二
穴
を
刺

ま
さ

れ
ば
ま
さ

し
、
口
喋
方
に
開
く
、
桐
油
饅
鶏
栩
を
以
て
稠
い
疾
数
碗
を
吐
か
せ
、
語
声
方
に
出
る
。

こ
の
桐
油
饅
鶏
栩
と
い
う
の
は
硬
い
鶏
の
羽
に
油
を
つ
け
て
、
の
ど
を
刺
激
し
て
疾
（
偽
膜
）
を
吐
か
せ
る
方
法
で
あ
る
が
、
そ
の
説
明
を

さ
ら
に
左
に
引
用
す
る
。

喉
風
、
喉
閉
を
治
す
る
、
其
の
症
先
ず
両
日
胸
隔
気
急
、
呼
吸
短
促
、
蟇
然
咽
喉
腫
れ
痛
み
、
手
足
厭
冷
し
、
気
閉
じ
通
じ
ず
、
頃
刻

に
し
て
不
治
。
先
ず
温
湯
半
碗
を
用
い
、
桐
油
三
四
匙
を
加
え
入
れ
て
攪
句
し
、
硬
鶏
制
藤
油
を
用
い
て
喉
中
に
探
り
入
れ
、
四
五
次

其
の
疾
塞
す
る
を
連
な
り
探
り
て
出
し
、
再
び
探
り
再
び
吐
か
す
、
人
蘇
醒
し
て
声
高
く
な
る
を
度
と
為
す
。

ま
こ
と
に
懇
切
丁
寧
な
記
述
で
あ
り
、
同
じ
頃
の
西
洋
と
比
べ
て
も
中
国
の
臨
床
医
学
は
進
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
十
七
世
紀
後
半
清
代
初
期
に
も
『
尤
氏
喉
科
秘
書
」
と
い
う
専
門
書
が
あ
り
、
こ
れ
は
前
に
引
用
し
た
尤
氏
と
同
じ
家
系
か
と
思

（
別
）

わ
れ
る
が
確
か
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
纒
喉
風
の
部
分
を
次
に
引
用
す
る
。

し
ま

心
中
躁
急
に
よ
り
て
発
す
、
先
ず
二
日
必
ず
胸
隔
の
気
緊
り
、
出
気
短
促
し
、
然
し
て
咽
喉
腫
れ
痛
み
、
手
足
厭
冷
し
、

め
ぐ

ず
る
が
如
く
、
熱
は
内
に
結
し
、
腫
れ
は
外
に
焼
る
、
且
つ
麻
し
且
つ
痒
し
、
喉
内
に
紅
糸
纒
繧
し
、
手
指
は
紅
白
色
、

し
、
喉
腫
れ
て
大
風
疾
塞
盛
し
、
鋸
を
曳
く
声
の
如
し
、
是
れ
其
の
候
也
。
最
も
忌
症
と
為
す
。
初
起
一
日
治
す
べ
し
。

を
過
ぎ
、
目
直
視
し
、
喉
間
雷
声
の
如
き
者
は
不
治
。

歴
世
の
喉
科
の
專
家
の
喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
に
関
す
る
完
全
な
記
述
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

桐
油
賎

總
唯
風

頸
は
絞
り
転

手
心
は
壮
熱

も
し
一
日
夜
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こ
の
よ
う
に
窒
息
の
症
状
も
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
肺
が
時
邪
に
感
じ
と
い
う
の
は
、
感
染
症
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
乾
隆
代
に
は
三
代
に
わ
た
っ
て
喉
科
を
専
門
と
し
〃
南
園
喉
科
″
と
称
さ
れ
た
鄭
氏
が
あ
り
、
そ
の
鄭
梅
燗
は
「
重
楼
玉
鎗
』
と
い

（
鋤
）

う
専
門
害
を
著
わ
し
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
伝
染
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。

喉
間
に
白
腐
一
症
起
こ
る
や
、
其
の
害
甚
だ
速
し
、
小
児
尤
も
甚
だ
し
、
且
つ
伝
染
多
し
、
一
た
び
誤
治
を
経
れ
ば
救
わ
ざ
る
に
至
る
。

此
の
症
肺
腎
に
発
す
、
経
治
の
法
肺
腎
に
外
な
ら
ず
、
す
べ
て
養
陰
清
肺
を
要
し
、
兼
ね
て
辛
凉
し
散
ず
る
を
主
と
す
。

小
児
に
伝
染
が
多
い
の
は
小
児
に
は
免
疫
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ジ
フ
テ
リ
ア
の
弥
漫
地
域
で
は
大
人
は
い
つ
の
ま
に
か
感
染
し
て
免
疫

が
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
梅
澗
は
乾
隆
四
○
年
（
一
七
七
五
年
）
頃
か
ら
こ
の
病
気
が
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

な
お
中
国
で
は
疫
病
の
年
次
を
記
し
た
記
録
が
少
な
い
と
書
い
た
が
、
乾
隆
年
間
に
流
行
し
た
「
疫
疹
」
を
経
験
し
た
一
医
師
が
こ
れ
を

（
型
）

研
究
し
て
書
い
た
「
疫
疹
一
得
』
と
い
う
貴
重
な
医
書
が
あ
る
。
「
疫
疹
」
と
は
あ
ま
り
見
な
い
病
名
で
、
こ
れ
が
何
な
の
か
が
問
題
で
あ
る
。

『
疫
疹
一
得
」
に
よ
れ
ば
、
乾
隆
三
三
年
（
一
七
六
八
年
）
に
著
者
（
余
森
）
の
住
む
地
方
に
疫
疹
が
流
行
し
、
一
人
が
病
を
得
れ
ば
一
家
に

伝
染
し
、
軽
い
場
合
で
も
十
人
中
一
’
二
人
が
死
亡
し
、
重
い
場
合
は
十
人
中
八
’
九
人
が
死
亡
し
た
と
い
う
。
そ
の
症
状
は
高
熱
、
胃
腸

（
地
）

喉
風
の
説
明
は

喉
科
に
関
し
て
は
乾
隆
代
に
は
張
宗
良
の
『
喉
科
指
掌
』
と
い
う
専
門
言
が
あ
る
。
こ
れ
は
喉
科
（
咽
喉
科
）
の
各
疾
患
を
絵
入
り
で
説
明

し
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
本
で
、
我
々
も
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
み
易
い
。
例
え
ば
第
四
喉
風
門
で
は
十
二
症
を
図
説
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
纒

も
ま
た
一
段
と
進
展
し
た
。

十
八
世
紀
の
中
国
は
乾
隆
時
代
（
一
七
三
六
’
一
七
九
六
年
）
を
中
心
と
し
た
文
化
の
一
つ
の
極
盛
期
で
あ
り
、
医
学
の
理
論
も
臨
床
医
学

凹
中
国
近
世
後
期

纒
喉
風
は
肺
が
時
邪
に
感
じ
、
風
疾
上
ま
し
、
陰
陽
閉
じ
結
し
、
内
外
通
じ
ざ
る
に
因
る
。
関
下
室
ま
し
、
甚
し
き
は
角
弓
反
張
し
、

牙
箱
緊
閉
す
。

（94）
、庁戸

､jイ0



症
状
、
全
身
紅
斑
、
咽
喉
頭
炎
等
が
あ
り
、
傷
寒
に
似
て
い
る
が
傷
寒
で
は
な
い
と
著
者
は
言
う
。
傷
寒
に
は
発
疹
が
な
い
か
ら
と
い
う
の

性
型
の
合
併
を
思
わ
せ
る
。

が
主
な
理
由
で
あ
る
。

（
お
）

詳
細
は
略
す
が
『
中
国
医
学
百
科
全
書
、
医
学
史
」
で
は
こ
れ
を
猩
紅
熱
の
流
行
と
し
て
い
る
。
し
か
し
猩
紅
熱
に
し
て
は
死
亡
率
が
高

過
ぎ
る
。
猩
紅
熱
に
合
致
す
る
所
も
あ
る
が
、
昏
悶
無
声
、
瞼
上
煉
泡
、
大
頭
、
頸
腫
、
鼻
姻
湧
泉
等
の
症
状
は
鼻
咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
の
悪

次
に
乾
隆
末
期
に
呉
鞠
通
の
『
温
病
条
弁
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
。
温
病
と
は
傷
寒
以
外
の
熱
病
を
い
う
と
い
う
の
が
建
前
で
あ
る
が
、

実
際
に
は
温
病
と
傷
寒
は
重
な
り
合
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
温
病
学
は
熱
病
に
対
し
て
「
傷
寒
論
』
と
は
異
な
る
新
ら
し
い
見
方
を
し
た

前
に
述
べ
た
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
流
行
、
ま
た
ハ
ク
サ
ム
國
巨
×
冨
冒
の
記
載
例
、
ま
た
次
の
世
紀
で
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
レ
ト
ノ
ー

印
①
８
国
ロ
①
画
巨
が
詳
細
に
研
究
し
た
場
合
で
も
、
い
ず
れ
も
猩
紅
熱
と
ジ
フ
テ
リ
ア
の
同
時
流
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
疫
疹
」
も
そ
う
い
う
混

合
流
行
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
私
は
考
え
る
が
、
な
お
後
考
を
待
つ
。
猩
紅
熱
の
菌
も
ジ
フ
テ
リ
ア
の
菌
も
昔
は
常
在
菌
の
よ
う
に
存
在
し
、

両
者
と
も
咽
喉
頭
を
侵
す
の
で
、
一
方
が
流
行
す
れ
ば
他
方
は
日
和
見
感
染
と
し
て
同
時
に
流
行
す
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ

（
郡
）

さ
て
『
温
病
条
弁
」
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
呉
鞠
通
は
初
め
科
挙
を
め
ざ
し
て
勉
強
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
父
の
死
を
機
と
し
て
医
学
に

志
し
た
。
そ
の
勉
学
中
に
甥
が
温
病
を
病
み
、
喉
痒
と
な
っ
た
。
あ
る
外
科
医
は
氷
棚
酸
を
の
ど
に
吹
き
入
れ
た
が
、
喉
は
遂
に
閉
じ
た
。

続
い
て
何
人
か
の
他
の
医
者
を
呼
ん
で
治
療
を
受
け
た
が
、
大
抵
双
解
散
、
人
参
敗
毒
散
の
外
に
は
出
ず
、
ど
の
医
師
も
温
病
の
治
療
に
は

お
手
上
げ
の
状
態
で
あ
り
、
甥
は
遂
に
黄
色
く
な
っ
て
死
ん
だ
、
と
鞠
通
は
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
急
性
の
喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
だ
っ
た
よ
う

で
、
そ
の
為
に
彼
の
甥
は
死
亡
し
た
の
で
あ
り
、
医
師
が
皆
温
病
の
治
療
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
”
）

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
『
温
病
条
弁
』
巻
一
、
上
焦
篇
の
次
の
文
章
は
咽
頭
及
び
喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
に
つ
い
て
の
記
述
と
考
え
て
よ
い

る
0

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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「
口
癖
ノ
烏
ヲ
作
り
送
ル
」
と
い
う
の
は
意
味
が
わ
か
ら
な
い
が
、
何
か
呪
い
事
で
も
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
富
士
川
は
『
日
本
医
学
史
」
で

（
鋤
）

こ
れ
を
引
用
し
「
口
痒
は
喉
陣
ナ
ラ
ン
、
即
チ
扁
桃
腺
炎
ヲ
指
シ
テ
言
フ
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
一
日
で
頓
死
す
と
い
う
の
は
単
な
る

扁
桃
腺
炎
で
は
な
く
、
ジ
フ
テ
リ
ア
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
代
で
は
こ
れ
以
外
に
は
流
行
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
前
回
に

も
述
べ
た
よ
う
に
喉
痒
と
い
う
病
名
は
一
般
に
も
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
程
稀
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
甲
州

で
重
症
の
も
の
が
流
行
し
た
の
で
記
録
に
残
っ
た
の
だ
ろ
う
。

温
毒
は
咽
痛
み
、
喉
腫
れ
、
耳
の
前
耳
の
後
腫
れ
、
頬
腫
れ
、
面
正
に
赤
し
。
或
は
喉
痛
ま
ず
、
但
し
外
腫
れ
、
甚
だ
し
け
れ
ば
則
ち

耳
聾
す
。
俗
に
大
頭
温
、
蝦
蟆
温
と
名
づ
く
る
者
に
て
、
普
済
消
毒
飲
去
柴
胡
升
麻
こ
れ
を
主
る
。
初
起
一
二
日
、
再
び
苓
連
を
去
り
、

三
四
日
こ
れ
を
加
う
る
を
佳
と
す
。
温
毒
は
稜
濁
な
り
。
咽
痛
は
経
に
謂
え
り
〃
一
陰
一
陽
結
す
、
こ
れ
を
喉
痒
と
請
う
″
と
。
蓋
し

少
陰
少
陽
の
豚
皆
喉
朧
を
循
り
、
少
陰
君
火
を
主
り
、
少
陽
相
火
を
主
る
、
相
済
し
て
災
を
為
す
な
り
。

ジ
フ
テ
リ
ア
で
は
耳
下
腺
炎
や
中
耳
炎
を
併
発
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
症
状
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
温
毒
は

横
濁
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
の
も
伝
染
性
の
病
毒
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
い
う
考
え
方
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
金
元
の
時
代

か
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
明
未
の
呉
有
性
の
『
温
疫
論
」
の
影
響
が
大
き
い
。

で
あ
ろ
う
。

㈲
日
本
近
世
前
期

近
世
前
期
を
十
六
世
紀
と
十
七
世
紀
と
す
る
と
、
わ
が
国
で
は
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
と
な
る
。
戦
国
時
代
に
甲
斐
の
妙
法
寺
が

（
郡
）

「
妙
法
寺
記
』
と
い
う
編
年
式
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
部
分
が
あ
る
。

永
正
八
年
（
一
五
二
年
）
コ
ノ
年
正
月
、
浮
世
ニ
ロ
陣
流
行
、
人
民
死
ヌ
コ
ト
限
り
無
シ
、
然
ル
問
彼
ノ
ロ
蝉
ノ
烏
ヲ
作
り
送
ル
、
一

日
病
ン
デ
頓
死
ス
。
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（
鋤
）

十
六
世
紀
の
後
半
、
即
ち
戦
国
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
曲
直
瀬
道
三
と
い
う
名
医
が
出
現
し
、
『
啓
迪
集
」
と
い
う
医
学
全
書

を
著
わ
し
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
元
明
の
医
書
か
ら
道
三
の
見
識
に
よ
っ
て
抜
革
し
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
自
己
の
経
験
と
は
言
え
な
い
が
、

喉
痒
に
関
し
て
は
明
の
「
玉
機
微
義
」
に
よ
っ
て
こ
れ
を
八
種
に
分
け
て
い
る
。
そ
の
う
ち
次
の
二
種
は
ジ
フ
テ
リ
ア
と
し
て
間
違
い
な
い

め
ぐ

熱
咽
喉
に
結
し
て
腫
れ
、
外
に
逹
り
、
且
つ
腫
れ
且
つ
痒
く
、
腫
れ
て
大
な
る
を
纒
喉
風
と
名
づ
く
。

に
わ
か暴

に
発
し
て
暴
に
死
す
る
者
を
走
馬
喉
痒
と
名
づ
く
。

そ
し
て
「
喉
痒
の
本
源
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

経
に
曰
く
、
一
陰
一
陽
結
す
る
、
こ
れ
を
喉
揮
と
謂
う
、
一
陰
一
陽
は
手
の
小
陰
、
手
の
小
陽
二
火
の
豚
並
び
に
喉
に
絡
み
、
気
熱
す

れ
ば
内
結
す
、
結
甚
だ
し
け
れ
ば
腫
脹
す
、
腫
脹
甚
だ
し
け
れ
ば
陣
す
、
痒
甚
だ
し
く
し
て
通
ぜ
ざ
る
時
は
死
す
。

す
な
わ
ち
、
喉
痩
と
い
う
の
は
様
々
な
咽
喉
頭
炎
を
含
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
最
も
重
症
な
の
が
ジ
フ
テ
リ
ア
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
な
お
道
三
が
江
戸
時
代
の
医
学
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。

次
に
十
七
世
紀
後
半
即
ち
江
戸
時
代
前
期
に
『
病
名
彙
解
」
と
い
う
五
冊
の
病
名
辞
典
が
あ
る
。
主
に
漢
方
用
語
の
病
名
を
中
国
医
書
を

（
訓
）

引
用
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
で
の
経
験
も
含
ま
れ
て
い
る
。
喉
痒
の
項
を
見
る
と
ま
ず
「
常
二
云
コ
ウ
ヒ
ナ
リ
」
と
言
い
て

あ
っ
て
、
こ
の
時
代
も
俗
語
で
コ
ウ
ヒ
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
戦
国
時
代
の
妙
法
寺
記
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
通
り
で
あ

る
。
こ
の
項
の
説
明
の
一
部
を
次
に
引
用
す
る
。

ト
ッ
ル

○
陰
陽
別
論
二
云
う
一
陰
一
陽
結
ポ
フ
ル
コ
レ
ヲ
喉
痒
卜
云
う
、
類
註
二
云
う
陣
ハ
閉
ナ
リ

ソ
レ

○
正
伝
二
云
フ
モ
シ
夫
卒
然
ト
シ
テ
腫
イ
タ
ミ
水
漿
入
ラ
ズ
言
語
通
ゼ
ザ
ル
ハ
死
須
與
ニ
ァ
リ
誠
ニ
ヲ
ド
ロ
ク
ベ
シ
ト
云
ヘ
リ

ま
た
喉
風
の
項
の
説
明
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
喉
痒
也
、
其
ノ
種
類
多
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
ス
ベ
テ
コ
レ
ヲ
喉
風
ト
云
フ
ナ
リ

で
あ
ろ
う
。
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補
経
験
之
丸
散
、
当
時
ノ
国
手
圭

ま
た
次
の
よ
う
な
記
載
も
あ
る
。

次
に
曲
直
瀬
道
三
原
著
と
い
わ
れ
る
「
衆
方
規
矩
』
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
各
地
の
害
騨
が
次
々
に
勝
手
に
増
補

（
洲
）
（
鋤
）

版
を
出
し
て
、
ど
こ
ま
で
が
道
三
の
著
述
か
判
然
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
今
、
寛
保
三
年
版
二
七
四
三
年
）
と
明
和
六
年
版
（
一
七
六
九

年
）
を
比
較
し
て
見
る
と
、
こ
の
間
に
も
大
幅
な
増
補
が
あ
る
。
こ
れ
は
時
代
の
要
請
に
よ
る
増
補
と
考
え
ら
れ
る
。
明
和
六
年
版
に
は
「
増

イ
マ
メ
イ
イ

シ
ル
シ

補
経
験
之
丸
散
、
当
時
ノ
国
手
專
ラ
用
ヒ
テ
経
験
ア
ル
方
ヲ
ア
ッ
ム
」
と
い
う
項
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
「
喉
痒
ヲ
療
ス
ル
吹
薬
」
と
か
、

一
め
る
。

ろ
二
つ
。 伏

日
本
近
世
後
難

十
八
世
紀
の
初
め
宝
永
頃
よ
り
十
九
世
紀
の
初
め
文
化
年
間
頃
ま
で
と
す
る
。
こ
の
時
代
の
十
八
世
紀
２

か
け
て
蘭
学
が
勃
興
し
た
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

き
ぬ
ふ
る
い

さ
て
十
八
世
紀
前
半
享
保
年
間
に
「
医
療
羅
合
」
と
い
う
漢
方
医
学
も
取
り
入
れ
た
通
俗
医
学
書
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
喉
痒
も
喉
風
も
同
じ
で
、
咽
喉
疾
患
の
総
称
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ふ
さ

○
喉
痒
喉
風
の
吹
薬

か
は
ら
け

明
蓉
一
匁
火
器
に
入
て
火
の
上
に
置
て
其
の
煮
え
る
中
へ
蓮
肉
を
皮
心
を
去
て
入
れ
、

り
。
喉
風
に
も
鍼
を
立
て
、
薬
を
吹
く
な
り
。

こ
れ
ら
は
実
際
や
っ
て
い
た
治
療
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
喉
揮
哩

ノ
ン
ド

シ
キ
リ

ノ
ン
ド

ヨ
モ
ギ

○
咽
喉
腫
痛
ニ
ハ
桔
梗
一
両
甘
艸
三
腿
水
煎
シ
頻
二
服
ス
○
喉
庫
及
ビ
喉
ノ
中
熱
シ
痛
ニ
ハ
青
交
ノ
葉
ヲ
汁
ニ
ッ
イ
テ
喉
痒
及
ビ
入
ル
、
一

ノ
ン
ド

ノ
ン
ド

方
枯
蓉
雄
黄
等
粉
末
ト
シ
テ
喉
ノ
内
二
吹
入
ル
○
纏
喉
風
ニ
ハ
生
白
響
ノ
未
冷
水
ニ
テ
ニ
銭
調
ヘ
テ
下
ス
、
又
灯
心
艸
灰
二
嶢
イ
テ
喉

日
本
近
世
後
期

喉
揮
喉
風
の
中
に
は
ジ
フ
テ
Ⅲ

こ
の
時
代
の
十
八
世
紀
の
終
り
か
ら
十
九
世
紀
の
初
め
に

煙
出
や
む
ほ
ど
嶢
き
粉
に
し
て
管
に
て
吹
入
る
な

（
犯
）

こ
れ
に
次
の
よ
う
な
項
目
が

ア
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
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次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

喉
痒
卜
云
フ
ハ
咽
喉
腫
痛
シ
水
飲
ヲ
絶
ス
、
コ
レ
ヲ
刺
シ
テ
黒
血
ヲ
去
レ
バ
則
チ
通
ズ
、
俄
二
腫
ル
ル
ヲ
急
喉
風
卜
云
う
、
其
治
方
ハ

血
ヲ
去
レ
バ
皆
治
ス
、
故
二
吹
薬
モ
皆
胆
蓉
巴
實
ノ
類
ニ
テ
破
リ
テ
妙
ナ
リ
、
刀
豆
ヲ
生
食
ス
ル
ハ
嘔
ス
ル
張
合
吹
功
ノ
術
ナ
リ
。

針
を
刺
す
の
は
偽
膜
を
破
っ
て
こ
れ
を
吐
出
さ
せ
る
為
で
あ
り
、
中
国
よ
り
伝
来
の
方
法
で
あ
る
。
ま
た
杏
子
肉
、
刀
豆
等
で
嘔
吐
を
催

さ
せ
る
の
も
同
じ
目
的
で
あ
る
。
南
陽
の
記
述
で
は
近
隣
の
人
も
こ
の
治
療
に
協
力
し
て
い
る
。

に
引
用
す
る
。

に
は
か
の
ん
ど

〔
病
状
〕
暴
に
咽
喉
腫
れ
痛
み
て
閉
ぢ
塞
が
り
水
漿
通
ら
手

の
ん
ど

の
ん
ど

い
び
堂

〔
肺
絶
〕
急
に
咽
喉
腫
れ
塞
が
り
疾
喉
に
在
て
響
き
声
軒

（
恥
）

次
に
享
和
三
年
二
八
○
三
年
）
の
原
南
陽
の
『
医
事
小
言
」

一
婦
人
喉
閉
腫
痛
飲
食
ヲ
絶
ス
、
一
医
胆
彗
ヲ
吹
キ
応
ゼ

シ
テ
血
ヲ
出
シ
代
鍼
散
ヲ
吹
キ
、
桔
梗
湯
ヲ
与
フ
、
治
セ

酒
湯
ヲ
与
フ
、
応
ゼ
ズ
、
寒
熱
往
来
気
力
頗
ル
衰
ヘ
タ
リ
、

こ
れ
ら
は
こ
の
頃
こ
う
い
う
病
気
が
多
か
っ
た
の
で
、
実
際
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
治
療
法
を
言
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
年
）
に
は
考
証
学
派
の
多
紀
安
元
が
「
広
恵
済
急
方
」
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
も
実
際
に
必
要
な
救
急
治
療
に

（
妬
）

つ
い
て
素
人
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
急
喉
痒
の
項
が
あ
る
の
で
、
療
法
は
略
し
、
病
気
の
説
明
だ
け
左

に
は
か
の
ん
ど

も
の
い
ふ
こ
と

は
を
く
ひ
つ
め
る

〔
病
状
〕
暴
に
咽
喉
腫
れ
痛
み
て
閉
ぢ
塞
が
り
水
漿
通
ら
ず
言
語
な
ら
ず
、
或
は
牙
関
喋
急
是
な
り
、
早
く
理
療
せ
ざ
れ
ば
死
す
。

の
ん
ど

の
ん
ど

い
び
き

あ
を
ざ
め

〔
肺
絶
〕
急
に
咽
喉
腫
れ
塞
が
り
疾
喉
に
在
て
響
き
声
軒
の
ご
と
く
面
色
青
惨
た
る
は
肺
絶
な
り
、
至
っ
て
危
篤
な
り
。

（
恥
）

次
に
享
和
三
年
二
八
○
三
年
）
の
原
南
陽
の
『
医
事
小
言
」
か
ら
一
症
例
を
引
用
す
る
。

一
婦
人
喉
閉
腫
痛
飲
食
ヲ
絶
ス
、
一
医
胆
彗
ヲ
吹
キ
応
ゼ
ズ
、
一
医
清
冑
ノ
属
ヲ
投
ズ
、
凡
ソ
七
日
二
及
ン
デ
治
セ
ズ
、
予
小
商
ヲ
刺

シ
テ
血
ヲ
出
シ
代
鍼
散
ヲ
吹
キ
、
桔
梗
湯
ヲ
与
フ
、
治
セ
ズ
、
三
黄
ノ
属
効
無
シ
、
人
或
ハ
纒
喉
ト
ナ
ス
、
予
其
策
二
窮
シ
テ
半
夏
苦

酒
湯
ヲ
与
フ
、
応
ゼ
ズ
、
寒
熱
往
来
気
力
頗
ル
衰
ヘ
タ
リ
、
四
隣
集
テ
刀
豆
ヲ
与
フ
、
杏
子
肉
塩
蔵
ス
ル
ヲ
投
ズ
ル
ノ
類
日
々
二
多
シ
、

十
二
日
ニ
シ
テ
破
レ
紫
血
ニ
ロ
ヲ
吐
ス
、
此
ョ
リ
常
二
復
ス
、

一
切
喉
病
、
小
商
ヲ
刺
シ
血
出
レ
バ
則
チ
良
シ
、
毒
深
キ
者
ハ
血
出
ズ
、
宜
シ
ク
再
ビ
合
谷
ヲ
刺
ス
ベ
シ
。

こ
の
症
例
は
喉
痙
乃
至
纒
喉
風
（
ジ
フ
テ
リ
ア
）
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
が
、
一
命
を
取
り
と
め
た
。
南
陽
は
喉
痒
に
つ
い
て
さ
ら
に

ノ
内
二
吹
入
ル
。
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○
咽
喉
悪
性
鰍
腫
ハ
咽
喉
潰
瘍
也
、
初
証
寒
熱
交
々
起
り
、
脈
疾
ニ
シ
テ
虚
、
身
体
大
二
衰
へ
、
胸
隔
煩
悶
、
眩
量
悪
心
或
ハ
嘔
吐
シ

或
ハ
泄
潟
シ
、
面
部
腫
起
シ
、
眼
中
赤
盈
、
舌
苔
白
潤
、
（
以
下
略
）

こ
れ
よ
り
先
寛
政
年
間
に
わ
が
国
最
初
の
西
洋
内
科
言
と
し
て
、
宇
田
川
玄
随
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
ゴ
ル
テ
ル
冒
冨
ロ
ロ
①
め
号
⑦
自
旦

（
洲
）

の
原
書
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
『
西
説
内
科
撰
要
」
に
も
喉
風
の
名
前
で
ジ
フ
テ
リ
ア
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
わ
が
国
で
の

経
験
で
は
な
い
が
、
こ
の
病
気
に
つ
い
て
の
認
識
の
歴
史
と
し
て
触
れ
て
お
く
。

（
洲
）

文
化
年
間
刊
の
『
方
輿
貌
』
で
有
持
桂
里
は
こ
の
病
気
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ノ
ド

往
年
咽
喉
ノ
病
、
天
下
一
般
二
流
行
セ
シ
コ
ト
ァ
リ
、
其
症
熱
毒
酷
ニ
シ
テ
、
一
二
日
ノ
間
一
一
晦
白
く
膨
脹
、
或
ハ
紫
黒
赤
微
色
ト
ナ

オ
ト

ル
、
治
ヲ
急
ニ
セ
ザ
レ
バ
ニ
三
日
二
命
ヲ
損
ス
、
医
コ
レ
ヲ
急
喉
痒
卜
称
シ
、
又
ハ
喉
擁
卜
呼
ビ
、
或
ハ
纒
喉
風
、
或
ハ
天
行
猛
疽
卜

次
に
蘭
方
医
学
の
本
で
あ
る
が
、
小
森
玄
良
が
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
カ
ン
ヨ
旨
四
昌
国
月
富
国
の
一
七
八
○
年
の
原
著
を
文
化
十
三
年
（
一
八
一

（
師
）

六
年
）
に
翻
訳
出
版
し
た
『
藺
方
枢
機
』
を
見
て
み
る
。
そ
の
一
項
に
咽
喉
倣
腫
即
喉
風
及
び
悪
性
鰍
腫
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
前
者
は
喉
頭

ジ
フ
テ
リ
ア
を
、
後
者
は
咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
の
悪
性
の
も
の
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
摘
録
す
る
。

ジ
フ
テ
リ
ア
を
、
後
者
は

咽
喉
鰍
腫
即
喉
風

シ
、
称
呼
一
ナ
ラ
ズ
。

富
士
川
は
こ
こ
に
述
べ
菱

○
咽
喉
鰍
腫
ス
ル
者
ハ
赤
色
痙
痛
シ
テ
飲
食
下
り
難
ク
、
口
誕
ヲ
流
シ
、
脈
疾
緊
也
。

ス
デ

巴
旦
杏
肉
（
扁
桃
腺
）
鰍
腫
劇
痛
シ
、
口
開
ク
コ
ト
能
ハ
ズ
、
呼
吸
困
迫
、
言
語
出
難
ク
、
已
二
含
漱
剤
、
刺
絡
術
、
引
庖
膏
等
ヲ
施
シ

テ
未
ダ
寸
効
ヲ
得
ザ
ル
者
ハ
速
験
方
コ
レ
ヲ
主
ル
、
（
処
方
略
）

呼
吸
窒
塞
ス
ル
者
ハ
急
二
気
管
穿
孔
術
ヲ
施
シ
テ
コ
レ
ヲ
救
う
、
コ
レ
外
科
ノ
関
ス
ル
所
也
、
故
二
贄
セ
ズ
、

悪
性
鰍
腫

つ
れ
て
い
る
の
は
ジ
フ
テ
リ
ア
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
中
頃
ま
で
の
医
書
に
は
ジ
フ
テ
リ
ア
と
思
わ
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口
一
七
三
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
で
こ
の
病
気
と
猩
紅
熱
の
同
時
流
行
が
あ
り
、
記
録
が
残

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
で
も
引
き
続
き
こ
の
病
気
の
流
行
が
あ
り
、
猩
紅
熱
と
混
同
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア

と
喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
の
異
同
に
つ
い
て
も
医
師
に
よ
り
意
見
を
異
に
し
た
。

日
中
国
の
近
世
で
は
臨
床
医
学
の
進
歩
が
あ
り
、
喉
科
専
門
医
も
出
現
し
、
専
門
書
も
著
わ
さ
れ
た
。
ジ
フ
テ
リ
ア
の
種
々
相
に
そ
れ
ぞ
れ

病
名
が
つ
け
ら
れ
、
内
服
薬
の
み
な
ら
ず
、
局
所
治
療
に
関
し
て
も
細
か
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

凹
中
国
の
近
世
後
期
、
乾
隆
時
代
に
は
さ
ら
に
専
門
分
化
し
、
図
入
り
の
「
喉
科
指
掌
」
、
ま
た
三
代
続
い
た
喉
科
の
鄭
家
か
ら
は
『
重
楼

玉
鉗
」
等
の
名
著
も
出
さ
れ
た
。
ま
た
「
疫
疹
」
の
流
行
が
あ
り
、
著
書
も
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
「
疫
疹
」
に
つ
い
て
は
私
は
猩
紅
熱
と

ジ
フ
テ
リ
ア
の
同
時
感
染
と
見
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

⑤
わ
が
国
で
は
戦
国
時
代
に
喉
痒
の
流
行
の
記
録
が
あ
り
、
こ
れ
は
ジ
フ
テ
リ
ア
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
曲
直
瀬
道
三
は
『
啓
迪
集
」
を

Ｈ
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
は
十
六
世
紀
か
ら
種
々
の
病
名
で
ジ
フ
テ
リ
ア
に
関
す
る
記
録
が
認
め
ら
れ
る
。
十
七
世
紀
に
は
ま
す
ま
す
広
が
る
傾
向

が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
で
も
こ
の
病
気
の
流
行
が
あ
っ
た
。
ま
た
剖
検
に
よ
り
偽
膜
形
成
が
こ
の
病
気
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
も
確

（
鋤
）

れ
る
記
述
が
少
な
い
と
、
次
の
よ
う
に
『
日
本
医
学
史
」
に
書
い
て
い
る
。

江
戸
時
代
初
世
及
ビ
中
世
ノ
頃
ノ
医
書
ニ
ハ
馬
脾
風
ヲ
説
カ
ズ
、
寛
政
ノ
頃
ョ
リ
以
後
ノ
医
書
ニ
始
メ
テ
馬
脾
風
ノ
事
ヲ
論
ゼ
ル
ヲ
見

レ
バ
、
コ
ノ
症
ハ
筧
政
以
前
ニ
ハ
多
ク
流
行
セ
ザ
リ
シ
モ
ノ
カ
。

本
稿
で
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
来
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
江
戸
時
代
の
前
、
中
期
に
も
こ
の
病
気
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
重
症
型
が

流
行
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

か
め
ら
れ
て
い
た
↓

ま
と
め
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著
わ
し
て
体
系
的
な
中
国
医
学
を
わ
が
国
に
導
入
し
、
そ
の
中
に
は
咽
喉
科
も
含
ま
れ
て
お
り
、
明
代
の
喉
痒
の
考
え
方
を
紹
介
し
た
。

㈲
江
戸
中
期
に
は
い
く
つ
か
の
通
俗
的
な
医
書
及
び
漢
方
医
書
に
こ
の
病
気
の
症
状
と
具
体
的
な
治
療
法
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
知

識
が
実
際
に
求
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
時
期
に
藺
学
が
導
入
さ
れ
、
西
洋
医
学
に
お
け
る
こ
の
病
気
の
考
え
方
に
つ
き

理
解
が
深
め
ら
れ
た
。

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
皿
）

（
Ⅱ
）

（
岨
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
） こ

れ
以
後
近
代
の
西
洋
、
中
国
、
日
本
の
ジ
フ
テ
リ
ア
の
歴
史
に
つ
い
て
は
次
回
に
述
べ
る
。

前
掲
（
８
）
文
献
、
三
九
頁

前
掲
（
８
）
文
献
、
一
○
ｌ

前
掲
（
８
）
文
献
、
四
九
頁

前
掲
（
２
）
文
献
、
五
’
七

前
掲
（
２
）
文
献
、
三
頁

文
献

国
四
＄
閏
．
函
跳
Ｆ
里
胃
冒
扁
ゴ
ロ
四

】
四
，
○
三
》
シ
，
“
シ
弓
吊
胃
尉
①
２

３
当

ｒ
ｐ
の
望
己
の
》
］
Ｌ
シ
二
国
の
笛
く
日
〕

ｔ

前
掲
（
２
）
文
献
、
二
頁
よ
ｑ

前
掲
（
１
）
文
献
、
四
八
五
頁

宛
四
・
豆
三
の
．
〆
．
》
勺
①
島
禺
凰
吊
．

○
畠
黙
○
目
）
国
も
Ｒ
①
め
い
画
の
『
弄
汚
爵

○
瞥
一
屋
①
亘
》
両
跳
、
国
吊
弓
言
○
昌
口
尉
扁
ご
‐
乞
四
‐
且
弓
韻
ｌ
弓
き
』
三
）
ｌ
匡
巨
》
昌
竺
①
冑
）
匡
目
堅
旦
画
己
さ
四
『
陣
巨
①
ａ
ｇ
ｐ
Ｐ
ｚ
①
雪
函
四
ぐ
四
〕
》
こ
ぢ

Ｆ
里
胃
冒
扁
ゴ
ロ
①
閂
⑦
⑯
ｍ
こ
こ
討
口
国
‐
夛
自
①
９
Ｎ
旨
》
今
、
↑
’
一
ｍ
卸
司
ユ
①
島
．
冒
す
写
目
曽
ニ
ハ
の
》
］
四
国
》
」
震
い

シ
弓
吊
胃
尉
①
（
旨
ロ
言
三
一
］
四
国
》
蝉
乏
三
国
日
三
○
○
・
陣
ｏ
ｐ
ｚ
①
言
母
冒
，
戸
扇
ぎ
．

シ
二
国
の
笛
く
日
〕
○
く
口
智
］
Ｑ
吊
曾
“
９
５
竺
尉
○
『
○
３
巨
画
屋
‐
辰
．
シ
昌
言
肖
乏
司
三
①
戸
軍
三
四
口
①
言
三
画

献
、
二
頁
よ
り
引
用

三
九
頁

一
○
’
一

五
’
七
頁

四
頁 ミ

ロ
①
宮
勗
》
シ
、
ロ
．
帝
Ｑ
）
叩
冨
の
＆
凰
巨
の
旨
の
①
く
の
貝
耐
曾
再
写
。
①
三
口
１
両
国
哩
曽
己
〕
思
岸
己
昌
く
四
⑮
］
弓
ａ

ｉ

目
や
『
↑
。

］
函
］
函
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（
昭
）

（
Ｍ
）

（
胆
）

（
略
）

（
町
）

（
鴫
）

（
四
）

（
別
）

（
釦
）

（
配
）

（
認
）

（
型
）

（
妬
）

（
妬
）

（
訂
）

（
詔
）

（
調
）

（
鋤
）

（
釦
）

（
犯
）

（
認
）

（
弘
）

虞
榑
「
医
学
正
伝
」
巻
之
二
、
五
五
’
五
八
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
一
年

前
掲
（
Ⅳ
）
文
献
、
巻
之
五
、
二
四
○
’
二
四
一
頁

尤
仲
仁
『
尤
氏
喉
症
指
南
』
七
頁
、
中
医
古
籍
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
一
年

陳
実
功
「
外
科
正
宗
』
巻
之
五
、
一
二
三
’
一
二
六
頁
、
天
津
科
学
技
術
出
版
社
、
天
津
、
一
九
九
三
年

尤
乗
『
尤
氏
喉
科
秘
書
」
五
’
六
頁
、
北
京
市
中
国
書
店
、
北
京
、
一
九
八
五
年

張
宗
良
『
喉
科
指
掌
」
巻
之
四
、
二
八
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
九
年

「
中
医
学
解
難
」
医
史
分
冊
、
一
四
二
頁
、
天
津
科
学
技
術
出
版
社
、
天
津
、
一
九
八
六
年

余
森
『
疫
疹
一
得
」
江
蘇
科
学
技
術
出
版
社
、
南
京
、
一
九
八
五
年

「
中
国
医
学
百
科
全
書
』
「
医
学
史
」
四
二
二
頁
、
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
上
海
、
一
九
八
七
年

呉
鞠
通
『
温
病
条
弁
」
一
頁
、
中
国
書
店
、
北
京
、
一
九
九
四
年

（
調
）
と
同
書
、
巻
之
一
、
二
五
’
二
六
頁

「
古
事
類
苑
」
方
技
部
、
二
七
八
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
昭
和
五
二
年

富
士
川
瀞
「
日
本
医
学
史
」
一
七
一
頁
、
形
成
社
、
東
京
、
昭
和
四
九
年

曲
直
瀬
道
三
『
啓
迪
集
」
巻
之
五
、
六
十
四
オ
ー
六
十
八
ウ
、
古
典
鍼
灸
研
究
会
出
版
部
、
東
京
、
昭
和
四
七
年

桂
州
甫
「
病
名
彙
解
」
巻
之
五
、
廿
一
オ
ー
Ⅲ
ニ
オ
、
貞
享
三
年
、
植
村
藤
右
衛
門

藤
井
見
隆
「
医
療
羅
合
」
巻
之
五
、
出
ニ
ウ
、
享
保
、
霊
菩
軒

曲
直
瀬
道
三
『
衆
方
規
矩
」
煉
原
書
店
、
東
京
、
一
九
八
○
年

『
医
療
衆
方
規
矩
大
成
」
四
三
三
’
四
八
六
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
昭
和
五
四
年

月I」911月l」弓

掲掲掲巴
ウ

ゲー、〆一、〆一、○

31313FI
当

文文文串
献献献岸

シ
国
ご
四
目
宮
８
一
国
里
。
弓
ａ
巨
巴
冒
扁
．
誤
〒
閉
場
⑦
日
用
陣
聾
国
茸
目
〕
ｚ
①
雪
国
○
島
．
ご
弓

二
○
五
’
二
○
六
頁

三
五
五
頁

385 (103）



部
、
東
京
、
一

（
調
）
（
調
）
と
同
書
、

（
柵
）
（
羽
）
と
同
書
、

（
妬
）

（
調
）

（
Ｗ
）

（
鵠
）

多
紀
安
元
「
広
恵
済
急
方
』
中
巻
、
二
十
五
オ
ー
ニ
十
九
オ
、
瞬
寿
館
、
江
戸
、
寛
政
元
年

原
南
陽
『
叢
桂
亭
医
事
小
言
」
巻
之
四
、
七
十
六
オ
ー
七
十
九
ウ
、
須
原
屋
、
享
和
三
年

小
森
玄
良
「
蘭
方
枢
機
』
巻
之
二
、
十
五
オ
ー
十
八
ウ
、
須
原
屋
、
文
化
十
四
年

宇
田
川
玄
随
『
西
説
内
科
撰
要
」
巻
之
八
、
二
十
四
オ
ー
三
十
四
ウ
、
資
料
影
印
叢
耆
、
洋
学
篇
９
宇
田
川
玄
随
集
Ｉ
、
早
稲
田
大
学
出
版

九
九
五
年

七
五
六
頁

七
五
五
頁

（
七
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）
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AHistoricalSurveyofDiphtheriaintheWesternWorld,ChinaandJapan

Partll:ModernAge(fromSixteenthCenturytotheBeginningofNineteenthCentury)

bvAkiraNAKAMURA

InEuropeandNorthAmerica,literaturesondiphtheriticdiseaseswasincreasingfromsixteenthto

eighteenthcentury.InNewEnglandofNorthAmerica,diphtheriaandscarletfeveroccurredepidemically

inmingledformfroml735tothesucceedingyear・Thereafter,manyphysiciansinEuropeandAmerica

trcatedpatientsofdiphtheriaandhaddillerentopinionsaboutthenatureofcroupanddiphtheria.

InChina,itsownclinicalmedicineprogressedextraordinarilyduringthemodernage・Laryngeal

specialistsappearedandwrotespecialmonographsaboutthepharynxandlarynx・Aphysicianwrote

about$$epidemicexanthem",whichtheauthorpresumestobeacomplicatedformofscarletfeverand

diphtheria.

InJapan,diphtheriaoccurredinsporadicformusually,andinepidemicformoccasionally.Japanese

physiciansstudiedmedicinefromChinasincetheancientage,andalsointroducedEuropeanmedicine

throughtheNetherlandsintheeighteenthcentury.SoJapanesephysicianslearnedknowledgeabout

throatdiseasesanddiphtheriafromChineseandEuropeanmedicine.

（
四
つ
【
）

ト
”
的


